介護・医療連携推進会議
	開催日時
	令和7年6月26日(木)	14：00　～　15：00

	開催場所
	わかば会3階　サービス付き高齢者向け住宅わかば　

	サービス区分
	定期巡回・随時対応型訪問介護看護「わかば」

	出席者の状況
	委員（職種）
	委員数（　10　）名／出席（　8　）名

	
	
	A　様　(利用者代表)
	B　様　(地域住民代表)

	
	
	C　様　（連携訪問看護）
	C様　（連携訪問看護）

	
	
	D　様（連携訪問看護）
	E様　(専門的所見を有するもの)

	
	職員（役職）
	F　（管理者）
	G　　（計画作成責任者）

	報告事項
	


次第
1. 出席者の紹介…当日配布資料（別添 １頁）に基づき、出席者紹介が行われた。

2. 定期巡回・随時対応型訪問介護看護「わかば」の活動状況報告
· 利用者人数・介護度の推移（配布資料　2頁～4頁）
H30年9月の開設からＲ7年6月までの利用者人数、介護度の推移を報告
· 現在36名のお客様の訪問対応を行っている。
· 入院、施設入所等での変動があるが、定期巡回サービスの定着、ニーズが高まっていると感じている。
· これまで同様要介護2の方のご利用が最も多くなっており、軽度の家事や見守り、安否確認、服薬管理が主なケア内容となっている。要介護3以上の方の利用では施設利用を検討される方が多い一方で、最後までご自宅で・・・とご家族と同居されている方もいる。　都度お客様の希望に沿ったケアを検討しながら対応している。
· 介護度別のサービス内容（配布資料　3頁）
· 介護度が低いと生活に関したサービス内容が多く、介護度が進むにつれ食事介助や排泄介助など身体に関わるサービスが多くなっている。
介護度に関わらず、それぞれの利用者様に合わせた支援内容が重要との考えから、その方お一人お一人の生活を支えるための支援を検討し訪問内容、訪問回数を設定している。
•同居ご家族のいるお客様の訪問依頼では、仕事で不在時の安否確認、食事の提供などがある。また、ご家族が在宅であっても排泄介助（オムツ交換）、入浴介助等対応出来ない部分のケアを短時間複数回の訪問で対応している。
•気温の変動による体調不良がないように室内温度確認や水分補給を促す等行っている。
•介護保険でのヘルパーの支援は制限がある。了承を得た上保険外（自費）にて受診付き添い等ご要望に応じて行っている。
3. サービスの質の向上にかかる事項
· 職員体制（配布資料　3頁）
· 職員研修実施状況（配布資料　4頁）
　毎年度初めに研修計画を作成。実施している。
　　　　・「身体拘束」「倫理・法令遵守」「食中毒予防」の研修終了している。利用者様の安全が第一であり、未然に防ぐ事を念頭に置き、発生時には早急に対応するように努める。また、昨今に置いてはカスタマーハラスメントの問題も増えてきている。カスタマーハラスメントに備えた研修も検討中である。　
· 事故・ひやり
入浴介助中に足元が滑り、左足指３本に切り傷ができてしまう事案あり。緊張感をもって対応することを職員一同心掛け再発防止に努めている。
· 訪問看護の役割について（配布資料　5頁）
· わかば訪問看護師村上より訪問内容報告。月1回アセスメント、モニタリングにより体調の確認、体重測定、筋力低下を見るため歩行状態の確認を行いシートで報告し情報共有している。指示書をいただいているお客様へは主治医からの指示による医療行為を行っている。体調不良時はオンコールにて24時間随時訪問、ヘルパーへの助言をしている。
訪問時、利用者に対し、整容、爪切り、皮膚状態の確認を行うとともに、脱水予防などの助言を行い、状況によっては受診時の情報提供を行っている。
ＬＩＮＥやケアパレットなどのツールを使いながら情報を共有している。
4. その他、意見交換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 　意見交換

　•　地域代表
　　・訪問介護と定期巡回の大きな違いは何か、ヘルパーと一括りになっておりわかりづらい一面がある。とのお話がある。各事業所の特徴をお伝えする。
　　・実際は利用者の状態と介護度が比例していない人がたくさんいるのが現状。現場からもっと声を上げ、状態変化をケアマネに伝えることで適切な介護度に導けると思う。
[bookmark: _Hlk138530452]　•　専門的所見を有するもの
・事故報告に対してひやりはっとが少なすぎるのではないか。どういうことがひやりはっとにあたるかを今一度話し合うことが必要かと思う。

　次回の介護・医療連携推進会議は、令和8年12月開催予定。
